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Virus diseases occurring on bottle gourd in Tochigi Prefecture

Kiichi Nakavyama, Mitsurou KaMiEya and Tokuya TEzuka

Summary

The bottle gourd plants showing symptoms of chlorotic spots, vein-clearing,
vein-banding and others were observed in most of the fields in major growing
areas of bottle gourd in Tochigi Prefecture.

Four viruses were isolated from th;ese diseased plants collected in 1986. These
viruses were identified as cucumber mosaic virus (CMV), cucumber green mottle
mosaic virus (CGMMV), watermelon mosaic virus-2 (WMV-2) and zucchini yellow
mosaic virus (ZYMV) based on host reaction, particle morphology and serological
relationships.

CMV was detected from 5 (9.6%) plants, CGMMV from 28 (53.8 %), WMV-2
from 51 (98.1%) and ZYMV from 1 (1.9%) among 52 plants tested. Thirty
plants among them were infected with 2 or 3 viruses.

WMV-2 and ZYMV showed similar host reaction, but these viruses were
distinctly different in systemical infectivity on Phaseolus vulgaris cvs. Honkintoki

and Maruuzura among 23 cultivars tested.
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栃木県のユウガオに発生する病原ウイルスの種類とその発生状況

中山　喜一・亀谷　満朗＊・手塚　徳弥＊＊

　　　　　　1　緒　　　言

　栃木県においてユウガオは古くから作付され

ており，現在でも作付面積が2，000hα以上を占

めている．特に県の中央部から南東部にかけて

畑作の基幹作物のひとつとなっている．

　しかしユウガオには従来からモザイク病の発

生が多く，生産上の大きな阻害要因ともなって

おり，その防除対策が望まれている．1970年に

血清診断によりキュウリ緑斑モザイクウイルス

（以下CGMMVと略記）が広く分布していること

が明らかにされ51，その対策として種子消毒，

土壌・資材消毒等が普及されているが，モザイ

ク病の防除に十分な効果を上げていないのが現

状である．

　そこでユウガオに発生するウイルスが主にCG

MMVであるのかどうか病原ウイルスの種類と

その発生状況を明らかにすることは，今後モザ

イク病の防除を進めるにあたって極めて重要で

あると思われる．

　1986年7月中旬に栃木県の主産地7市町にっ

いてモザイク病の発生調査を行ない，その病原

ウイルスの種類を明らかにした．その結果の概

要を報告する．

　　　　　　H　材料及び方法

　1．供　試株

　本実験に供したユウガオのモザイク病株は1986

年7月に真岡市，上三川町，南河内町，国分寺

町，石橋町，壬生町及び小山市の計7市町の17

ほ場で採集したものである．また同時にそれら

のほ場におけるモザイク症状の発生状況につい

ても調査した．

　それらの病葉の一部は超低温槽（一70℃）で

凍結保存し，試験時に取り出して用いた．

　2．病原ウイルスの検出及び同定

　採集した罹病株や判別植物からのウイルス粒子

の検出はDirect　negative　stain法（DN法）1）i

によった．

　判別植物への汁液接種は罹病葉に0．02％KCN

加用1／20Mリン酸緩衝液（pH7，0）を加えて

磨砕し，カーボランダムを用いる常法によった．

　また判別植物の反応で特徴的なものについて

は，カボチャモザイクウイルス（以下WMV−2と略

記）の抗血清を用いた免疫電顕法4）による同定，

ELISA検定によるズッキー二黄斑モザイクウイル

ス（以下ZYMVと略記）の検定も数点試みた．

　WMV−2とZYMVの抗血清は山本孝猛氏

　（富山農技センター野菜花き試験場）から分譲

を受けた．

　WMV−2とZYM▽の判別にはインゲンマメ23

品種を供試した．すなわち本金時，江戸川，白

衣笠，新江戸川，大平英尺五寸，マスターピース，

山城黒三度，丸うずら，穂高，黄爽黒三度，虎

丸，黒衣笠，ケンタッキーワンダー，長うずら，

黒種丸爽尺五寸，平爽尺五寸，トップクロップ，

パリ，群馬尺五寸，グリーン，モロッコ，平爽

新緑及びさつきみどり2号である．

　　　　　　皿　結　　　果

　1．現地ほ場の発生調査

　7市町の畑を調査したが，それらのすべての

ほ場にモザイク病の発生が見られた．そのうち

17ほ場において合計52株を採集し，前記の試験

に供試した．病徴は退緑斑点，葉脈透化，葉脈

本研究の概要は日本植物病理学会62年大会で報告した。

＊農水省農業環境技術研究所　　　＊＊栃木県農業大学校
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